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都道府県推進計画の内容等に関する調査結果の概要

１．調査時点

平成27年９月末日現在

２．調査の対象及び客体

69自治体（47都道府県、20指定都市、２児童相談所設置市）に調査を行い、全自治体から回答

を得た。なお、このうち13市分は各市が属する各道県がまとめて回答した。

Ⅰ 調査の概要

Ⅱ 結果の概要

１．社会的養護が必要な児童のうち、本体施設入所児童の割合、グループホーム入所児童の割合、
里親・ファミリーホームへの委託児童の割合（全国計、策定中の自治体を除く）

計画の最終年度（平成41年度）において、本体施設入所児童の割合が47.2％、
グループホーム入所児童の割合が23.3％、里親・ファミリーホームへの委託児童
の割合が29.5％となっている。

平成27年
４月１日

平成31年度 平成36年度 平成41年度

本体施設入所児童の割合 76.4％ 68.2％ 58.1％ 47.2％

グループホーム入所児童の割合 7.9％ 11.4％ 16.9％ 23.3％

里親・ファミリーホームへの
委託児童の割合

15.8％ 20.4％ 25.0％ 29.5％

合計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％

（注１）「本体施設」とは、児童養護施設、乳児院のうちグループホームを除く部分を指す。
（注２）「グループホーム」とは、地域の民間住宅等を活用して本体施設の敷地外で家庭的養護

を行う小規模グループケア（分園型）及び地域小規模児童養護施設を指す。
(注３）小数点以下第２位を四捨五入し表記しているため、合計が100%にならない場合がある。

295

SASADA NORIAKI
テキスト ボックス
資料３９




 都
道

府
県

推
進

計
画

に
お

け
る

本
体

施
設

入
所

児
童

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

入
所

児
童

・
里

親
等

へ
の

委
託

児
童

の
割

合
（
平

成
2
7
年

4
月

1
日

現
在

）

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

北 海 道 （ 札 幌 市 ）

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県 （ 仙 台 市 ）

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県 （ さ い た ま 市 ）

千 葉 県 （ 千 葉 市 ）

東 京 都

神 奈 川 県

新 潟 県 （ 新 潟 市 ）

富 山 県

石 川 県 （ 金 沢 市 ）

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県 （ 静 岡 市 ・ 浜 松 市 ）

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌 山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県 （ 岡 山 市 ）

広 島 県 （ 広 島 市 ）

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県 （ 北 九 州 市 ・ 福 岡 市 ）

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県 （ 熊 本 市 ）

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

沖 縄 県

横 浜 市

川 崎 市

相 模 原 市

名 古 屋 市

京 都 市

大 阪 市

堺 市
神 戸 市

横 須 賀 市

73
.376

.9 62
.071

.578
.686

.3 71
.282

.5 73
.178

.5 72
.174

.0 67
.585

.2 55
.981

.5 79
.286

.7 66
.883

.4 68
.669

.575
.5 73

.1 55
.284

.684
.984

.9 81
.6 80

.1 70
.075

.780
.483

.1 72
.782

.1 73
.386

.0 77
.6 76

.486
.0 72

.575
.8 62

.682
.883

.4 60
.985

.5 72
.775

.282
.2 81

.182
.491

.4 86
.7 81

.2

3.
6

3.
0 11

.0

3.
115

.2

10
.8

6.
2

8.
17.

4

8.
5

9.
4

20
.54.

3 7.
0

6.
4

2.
9 10

.2

6.
4 22

.0

3.
2

9.
8

8.
4 11

.4

5.
3

4.
9

3.
5

6.
8

6.
0

8.
9

3.
0

3.
8

3.
7 11

.8

2.
1

2.
4

2.
3 10

.4
5.

1
12

.414
.9

9.
6

3.
7

5.
3 4.

2

1.
8

8.
1

5.
5

9.
8

6.
0

1.
6

6.
6

1.
3

23
.120

.1 27
.025

.4

6.
2 13

.7 18
.011

.3 18
.814

.1 19
.416

.612
.010

.6

37
.118

.514
.410

.5 22
.910

.2
9.

4 27
.314

.7 18
.5 33

.310
.0 10

.2 11
.6 11

.613
.9

21
.0 21

.315
.813

.2 15
.415

.8 24
.311

.712
.0 18

.514
.0 15

.1
9.

3 27
.813

.511
.3 34

.912
.7 19

.2 24
.812

.3
9.

1 11
.67.

0
6.

8 17
.5

本
体

施
設

児
童

の
割

合

本
体

施
設

入
所

児
童

（
本

園
型

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

含
む

）

児
童

養
護

施
設

児
童

数
＋

乳
児

院
児

童
数

＋
里

親
・
ﾌ
ｧ
ﾐﾘ

ｰ
ﾎ

ｰ
ﾑ

児
童

数

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
児

童
の

割
合

分
園

型
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

児
童

数
＋

地
域

小
規

模
児

童
養

護
施

設
児

童
数

児
童

養
護

施
設

児
童

数
＋

乳
児

院
児

童
数

＋
里

親
・
ﾌ
ｧ
ﾐﾘ

ｰ
ﾎ

ｰ
ﾑ

児
童

数

里
親

等
委

託
児

童
の

割
合

里
親

・
フ

ァ
ミ

リ
ホ

ー
ム

児
童

数

児
童

養
護

施
設

児
童

数
＋

乳
児

院
児

童
数

＋
里

親
・
ﾌ
ｧ
ﾐﾘ

ｰ
ﾎ

ｰ
ﾑ

児
童

数

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
（
分

園
型

グ
ル

ー

プ
ホ

ー
ム

・
地

域

小
規

模
児

童
養

護

施
設

）

7
.9

％

里
親

等
（
里

親
・
フ

ァ
ミ

リ
-

ホ
ー

ム
）

1
5
.8

％

※
家

庭
福

祉
課

調
べ

（
平

成
2
7
年

4
月

1
日

現
在

の
実

績
値

）
。

※
小

数
点

以
下

第
２

位
を

四
捨

五
入

し
表

記
し

て
い

る
た

め
、

合
計

が
1
0
0
%
に

な
ら

な
い

場
合

が
あ

る
。

本
体

施
設

（
本

園
型

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

含
む

）

7
6
.4

％

【
全

国
計

】

296



 都
道

府
県

推
進

計
画

に
お

け
る

本
体

施
設

入
所

児
童

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

入
所

児
童

・
里

親
等

へ
の

委
託

児
童

の
割

合
（
平

成
4
1
年

度
末

）

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

北 海 道 （ 札 幌 市 ）

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県 （ 仙 台 市 ）

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県 （ さ い た ま 市 ）

神 奈 川 県

石 川 県 （ 金 沢 市 ）

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県 （ 静 岡 市 ・ 浜 松 市 ）

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

和 歌 山 県

島 根 県

岡 山 県 （ 岡 山 市 ）

広 島 県 （ 広 島 市 ）

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県 （ 北 九 州 市 ・ 福 岡 市 ）

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県 （ 熊 本 市 ）

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

沖 縄 県

川 崎 市

相 模 原 市

名 古 屋 市

京 都 市

大 阪 市

堺 市
神 戸 市

37
.5

35
.347

.1 33
.0

39
.7 33

.3 34
.345

.1 34
.7

54
.547

.3 37
.1 36

.944
.5 36

.839
.6 41

.650
.762

.6 35
.9

34
.534

.646
.962

.8
53

.857
.4 45

.6
59

.1

33
.359

.2

43
.551

.359
.3

40
.6

33
.2 36

.333
.7

36
.9

36
.356

.4
47

.657
.1

52
.2 49

.5 33
.348

.7

49
.1 43

.6

28
.8

32
.129

.5 13
.827

.4 33
.3 33

.9

26
.6 33

.915
.1 17

.1
29

.4
29

.731
.9 30

.8
25

.8
27

.516
.320

.0 30
.7 24

.8

41
.4

24
.916

.7 16
.111

.1 20
.912

.3 33
.320

.4 14
.323

.721
.6

24
.2

33
.231

.8 32
.929

.9 28
.723

.0

20
.5

17
.0 15

.2 1
7.

1 33
.3

27
.0 23

.9
34

.2

33
.7

32
.6 23

.4 53
.2

32
.9 33

.3 31
.828

.4

31
.430

.4
35

.6 33
.533

.423
.5 32

.4

34
.6 30

.9 33
.017

.4

33
.3

40
.724

.0
28

.1

20
.5

30
.0 31

.5
33

.5
28

.6 33
.320

.4

42
.225

.0

19
.2 35

.2 33
.6

31
.8 33

.433
.3

35
.020

.6
31

.9 25
.932

.6
33

.4 33
.324

.3
26

.9 22
.2

本
体

施
設

児
童

の
割

合

本
体

施
設

入
所

児
童

（
本

園
型

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

含
む

）

児
童

養
護

施
設

児
童

数
＋

乳
児

院
児

童
数

＋
里

親
・
ﾌ
ｧ
ﾐﾘ

ｰ
ﾎ

ｰ
ﾑ

児
童

数

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
児

童
の

割
合

分
園

型
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

児
童

数
＋

地
域

小
規

模
児

童
養

護
施

設
児

童
数

児
童

養
護

施
設

児
童

数
＋

乳
児

院
児

童
数

＋
里

親
・
ﾌ
ｧ
ﾐﾘ

ｰ
ﾎ

ｰ
ﾑ

児
童

数

里
親

等
委

託
児

童
の

割
合

里
親

・
フ

ァ
ミ

リ
ホ

ー
ム

児
童

数

児
童

養
護

施
設

児
童

数
＋

乳
児

院
児

童
数

＋
里

親
・
ﾌ
ｧ
ﾐﾘ

ｰ
ﾎ

ｰ
ﾑ

児
童

数

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
（
分

園
型

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
・
地

域
小

規

模
児

童
養

護
施

設
）

2
3
.3

％

里
親

等
（
里

親
・
フ

ァ
ミ

リ
-

ホ
ー

ム
）

2
9
.5

％

※
家

庭
福

祉
課

調
べ

（
平

成
2
7
年

９
月

末
現

在
）
。

※
千

葉
県

（
千

葉
市

）
、

新
潟

県
（
新

潟
市

）
、

富
山

県
、

奈
良

県
、

横
浜

市
は

策
定

中
の

た
め

全
国

計
か

ら
除

く
。

※
東

京
都

は
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

と
里

親
・
フ

ァ
ミ

リ
ー

ホ
ー

ム
の

合
計

を
6
0
％

(2
,2

4
8
人

)、
鳥

取
県

は
本

体
施

設
と

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

合
計

を
6
7
.2

％
(1

3
3
人

）
、

横
須

賀
市

は
本

体
施

設
と

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

合
計

を
6
6
.7

％
(1

2
0
人

)と
定

め
て

い
る

た
め

全
国

計
か

ら
除

く
。

※
静

岡
県

の
数

値
は

、
各

施
設

の
家

庭
的

養
護

推
進

計
画

の
数

値
を

積
み

上
げ

た
も

の
で

、
県

の
目

標
割

合
と

は
異

な
る

。
県

の
目

標
割

合
は

「
将

来
的

に
、

本
体

施
設

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

、
里

親
・
フ

ァ
ミ

リ
ー

ホ
ー

ム
が

需
要

量
の

概
ね

１
/
３

ず
つ

を

受
け

入
れ

ら
れ

る
よ

う
な

受
け

皿
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

」
と

し
て

い
る

。

※
小

数
点

以
下

第
２

位
を

四
捨

五
入

し
表

記
し

て
い

る
た

め
、

合
計

が
1
0
0
%
に

な
ら

な
い

場
合

が
あ

る
。

本
体

施
設

（
本

園
型

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

含
む

）

4
7
.2

％

【
全

国
計

】
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（
１
）
施
設
に
お
け
る
家
庭
的
養
護
の
推
進

 

 
社
会
的
養
護
の
推
進

 
 

 
１
，
１
８
８
億
円
（
平
成

27
年
度
予
算
額
）
 
→
 
１
，
２
７
８
億
円
（
平
成

28
年
度
予
算
案
）

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
児
童
入
所
施
設
措
置
費
等

 
 
 

 
 
 
：
１
，
１
４
０
億
円

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
：

 
 
 
７
３
億
円

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

  
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金
：

 
 

 
５
７
億
円
 
な
ど
 

平
成
２
８
年
度
社
会
的
養
護
関
係
予
算
案
の
概
要
 

 
○
 児

童
養
護
施
設
の
小
規
模
化
等
の
推
進
【
拡
充
】
 

＜
社
会
保
障
の
充
実
＞

 
       

 
  
  
〔
児
童
入
所
施
設
措
置
費
等
〕
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金
〕
 

 
○
 児

童
養
護
施
設
等
の
生
活
向
上
の
た
め
の
環
境
改
善
事
業
の
実
施
【
拡
充
】

 

【量
的
拡
充
】 

 
 
受
入
児
童
数
増
へ
の
対
応

 

【質
の
向
上
】 

 
①

 
児
童
養
護
施
設
及
び
乳
児
院
に
里
親
支
援
担
当
職
員
１
名
を
配
置

 
 
②

 
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
、
地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設
の
増
加
（４
１
年
度
ま
で
に
全
施
設
を
小
規
模
化
し
、
本
体
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

 
 

 
里
親
等
を
１
／
３
ず
つ
に
す
る
）
 

 
 
な
ど

 

 
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
な
ど
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
を
、
よ
り
家
庭
的
な
環
境
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
里
親
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
へ

の
委
託
を
進
め
る
と
と
も
に
、
既
存
の
建
物
の
賃
借
料
加
算
の
引
き
上
げ
や
施
設
整
備
費
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ

ケ
ア
等
の
実
施
を
推
進
す
る
。
 

 
児
童
養
護
施
設
等
の
家
庭
的
養
護
の
更
な
る
推
進
等
を
図
る
た
め
、
児
童
養
護
施
設
の
小
規
模
化
等
、
生
活
環
境
改
善
を
図
る
た
め
の
補
助
を
行
う
。

 
 
ま
た
、
児
童
相
談
所
及
び
一
時
保
護
所
に
お
け
る
児
童
の
心
理
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
必
要
な
環
境
改
善
を
図
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〔
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
〕
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（
２
）
里
親
委
託
の
推
進
等
 

 
里
親
制
度
の
広
報
啓
発
等
に
よ
る
新
た
な
養
育
里
親
等
の
開
拓
、
里
親
等
に
よ
る
相
互
交
流
、
未
委
託
里
親
に
対
す
る
委
託
に
向
け
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
行
う
。
 
 

  
さ
ら
に
、
里
親
委
託
の
前
提
と
な
る
委
託
候
補
者
の
選
定
や
委
託
後
の
自
立
支
援
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、
児
童
相
談
所
が
里
親
支
援
機
関
に
委
託
し
た

場
合
の
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
、
里
親
支
援
機
関
の
活
用
に
よ
る
里
親
委
託
か
ら
里
親
支
援
ま
で
の
一
貫
し
た
総
合
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
。

 
 
ま
た
、
共
働
き
家
庭
に
お
け
る
里
親
委
託
の
促
進
を
図
る
た
め
、
里
親
支
援
機
関
に
お
け
る
平
日
夜
間
や
土
日
の
相
談
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
里

親
委
託
と
就
業
の
両
立
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
委
託
児
童
の
養
育
に
専
念
す
る
た
め
の
休
暇
や
在
宅
勤
務
制
度
な
ど
モ
デ
ル
的

な
取
組
み
に
つ
い
て
、
企
業
に
そ
の
実
践
を
委
託
し
、
課
題
の
分
析
・
検
証
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
全
国
的
に
普
及
拡
大
す
る
た
め
の
取
組
を
新
た
に
実
施

す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〔
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
〕
 

 
○
 
里
親
支
援
機
関
事
業
の
拡
充
【一
部
新
規
】 

 
○
 
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
等
事
業
の
推
進
【拡
充
】 

 
○
 
里
親
委
託
児
童
が
通
院
す
る
際
の
交
通
費
加
算
の
創
設
【新
規
】 

 
里
親
委
託
児
童
の
う
ち
、
障
害
や
重
篤
な
虐
待
に
よ
る
心
理
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
里
親
委
託
児
童
が
医
療
機
関
に
通
院

す
る
際
の
交
通
費
加
算
を
創
設
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〔
児
童
入
所
施
設
措
置
費
等
〕
 

（
３
）
被
虐
待
児
童
な
ど
へ
の
支
援
の
充
実

 

・
 
地
域
に
お
け
る
保
護
者
等
か
ら
の
虐
待
等
に
関
す
る
相
談
・
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
か
所
数
の
増
を
図
る
と
と
も

 
  
に
、
相
談
件
数
や
心
理
療
法
の
実
施
状
況
等
の
事
業
量
に
応
じ
た
運
営
費
補
助
を
充
実
す
る
。

 
・
 
退
所
児
童
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業
及
び
児
童
養
護
施
設
の
退
所
者
等
の
就
業
支
援
事
業
の
か
所
数
の
増
を
図
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 〔

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
〕
 

 
○
 
施
設
機
能
強
化
推
進
費
の
充
実
【
一
部
新
規
】
 

①
 施

設
入
所
児
童
が
週
末
や
夏
季
休
暇
等
の
期
間
を
利
用
し
て
、
未
委
託
里
親
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
家
庭
等
で
家
庭
生
活
を
体
験
す
る
施
設
入
所
児

童
家
庭
生
活
体
験
事
業
の
充
実
を
図
り
、
児
童
の
受
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
規
里
親
開
拓
・
養
成
を
図
る
。

 
②
  
施
設
退
所
者
が
生
活
・
就
労
面
の
不
安
に
よ
り
一
時
的
に
施
設
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
設
に
お
け
る
居
場
所
を
確
保
す
る
。

 
③
  
地
域
に
お
け
る
社
会
体
験
、
就
労
体
験
等
の
実
施
に
よ
り
、
自
立
支
援
機
能
の
強
化
を
図
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〔
児
童
入
所
施
設
措
置
費
等
〕
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○
 
児
童
養
護
施
設
等
の
職
員
の
人
材
確
保
対
策

 

 
社
会
的
養
護
を
担
う
人
材
の
確
保
の
た
め
、
児
童
養
護
施
設
等
の
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
①
児
童
養
護
施
設
等
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
学
生
等
の
実
習
を
受
け
入
れ
る
施
設
で
、
実
習
を
指
導
す
る
職
員
の
代
替
職
員
を
雇
い
上
げ
る
経
費
、
②
学
生
等
の
就
職
を
促
進
す
る
た

め
、
実
習
を
受
け
た
学
生
等
を
非
常
勤
職
員
と
し
て
雇
い
上
げ
る
経
費
に
つ
い
て
補
助
等
を
行
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〔
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
〕
 

 
○
 
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
の
設
置
促
進
【
新
規
】 

 
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
に
配
置
す
べ
き
医
師
の
確
保
の
た
め
、
人
件
費
の
充
実
を
図
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〔
児
童
入
所
施
設
措
置
費
等
〕
 

 
施
設
に
配
置
さ
れ
る
家
庭
支
援
専
門
相
談
員
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
各
施
設
１
名
配
置
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
施
設
の
規
模
に
応
じ
２
名
配
置
を

可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
子
関
係
再
構
築
支
援
の
充
実
を
図
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〔
児
童
入
所
施
設
措
置
費
等
〕
 

 
○
 
家
庭
支
援
専
門
相
談
員
の
複
数
配
置
【
拡
充
】
 

 
○
 
指
導
委
託
促
進
事
業
の
創
設
【新
規
】 

  
現
在
、
都
道
府
県
又
は
児
童
相
談
所
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
要
保
護
児
童
又
は
保
護
者
に
対
す
る
指
導
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
、
児
童
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
等
に
委
託
し
た
場
合
の
補
助
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
相
談
・
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〔
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
〕
 

（参
考
）【
平
成

27
 年
度
補
正
予
算
案
】 

 
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
、
就
職
や
進
学
す
る
者
等
の
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
築
き
、
円
滑
な
自
立
を
実
現
す
る
た
め
、
５
年
間
就
業
を
継
続
し
た
場

合
に
返
還
免
除
と
な
る
家
賃
相
当
額
の
貸
付
及
び
生
活
費
の
貸
付
を
行
う
。
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
等
の
入
所
中
の
子
ど
も
等
を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な

各
種
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
、
２
年
間
就
業
を
継
続
し
た
場
合
に
返
還
免
除
と
な
る
貸
付
を
行
う
。

 

  
子
ど
も
を
よ
り
家
庭
的
な
環
境
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
養
護
施
設
等
の
小
規
模
化
や
、
施
設
機
能
の
分
散
化
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
入

所
中
の
子
ど
も
の
退
所
に
向
け
た
準
備
を
す
る
た
め
に
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
で
一
定
期
間
、
自
立
支
援
の
た
め
の
訓
練
を
行
う
場
所
を
整
備
す
る
。

 

   
○

   
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る
自
立
支
援
資
金
の
貸
付

  
 

 
 

 
７
０
億
円

 

   
○

   
児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
小
規
模
化
等
の
た
め
の
整
備

   
   

   
   

   
 １
０
億
円

 

   
○

   
児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
学
習
環
境
改
善

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  
２
億
円

 

  
就
職
や
大
学
等
進
学
に
向
け
た
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
中
の
子
ど
も
等
が
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る
。

 

   
○

   
児
童
保
護
費
負
担
金
等
の
追
加
財
政
措
置

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   
１
３
億
円

 

 
平
成

27
 年

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
児
童
養
護
施
設
等
の
職
員
の
給
与
改
善
に
つ
い
て
、
所
要
の
追
加
財
政
措
置
を
行

う
。
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児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
（
次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金
）

 

＜
一
時
保
護
所
に
お
け
る
環
境
改
善
事
業
＞

 
事
業
内
容
：
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
所
に
お
い
て
、
入
所
事
由
（
虐
待
、
非
行
等
）
に
応
じ
た
個
別
的
ケ
ア
等
、
個
々
の
子
ど
も
の
状
況
に
配
慮
し

た
処
遇
を
図
る
た
め
、
施
設
の
改
修
等
を
実
施
す
る
場
合
の
費
用
に
対
し
て
支
援
を
行
う
。

 
対
象
施
設
：
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
所

 
補

 
助
 
率
：
改
修
等
に
要
す
る
費
用
の
２
／
３

 

＜
児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
受
入
機
能
強
化
の
た
め
の
整
備
事
業
＞

 
事
業
内
容
：
一
時
保
護
さ
れ
た
子
ど
も
は
、
保
護
直
後
は
心
身
が
不
安
定
で
あ
り
、
特
に
丁
寧
な
ケ
ア
と
と
も
に
、
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
空
間
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
時
保
護
委
託
先
と
な
る
児
童
養
護
施
設
等
に
当
該
子
ど
も
の
ケ
ア
に
適
し
た
居
室
等
を
整
備
す
る
場
合
の
費
用

に
対
し
て
支
援
を
行
う
。

 
対
象
施
設
：
児
童
養
護
施
設
、
乳
児
院
、
児
童
自
立
支
援
施
設
及
び
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設

 
等

 
補

 
助
 
率
：
定
額
（
２
／
３
相
当
）

 

 
平
成

2
7
年
度
補
正
予
算
案
：
２
２
億
円

 

一
時
保
護
さ
れ
た
子
ど
も
の
処
遇
向
上
の
た
め
の
環
境
整
備

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１
２
億
円

 

事
業
内
容
：
子
ど
も
を
よ
り
家
庭
的
な
環
境
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
養
護
施
設
等
の
小
規
模
化
、
施
設
機
能
の
分
散
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
入
所
児
童
の
退
所
に
向
け
た
準
備
を
す
る
た
め
に
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
で
一
定
期
間
、
自
立
支
援
の
た
め
の
訓
練
を
行
う
場

所
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金
の
交
付
額
の
嵩
上
げ
（
１
．
３
５
倍
）
を
可
能
と
し
、
自
治
体
や
施

設
の
取
組
を
促
す
。

 
対
象
施
設
：
児
童
養
護
施
設
、
乳
児
院
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設

 
補
 
助
 率

：
定
額
（
１
／
２
相
当
）

 

児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
小
規
模
化
等
の
た
め
の
整
備

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 ６
．
０
億
円

 

事
業
内
容
：
児
童
養
護
施
設
等
の
防
災
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
地
震
防
災
上
倒
壊
等
の
危
険
性
の
あ
る
建
物
の
耐
震
化
を
図
る
た
め
の
改
築
又
は
補

強
等
の
整
備
を
行
う
。

 
対
象
施
設
：
助
産
施
設
、
乳
児
院
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
養
護
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
、
児
童
相
談
所
一

時
保
護
施
設
、
婦
人
保
護
施
設
、
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
施
設

 
補
 助

 率
：
定
額
（
１
／
２
相
当
）

 

児
童
養
護
施
設
等
の
耐
震
化
整
備

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
４
．
０
億
円
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【
概
要
】

 
 

 
就
職
や
大
学
等
進
学
に
向
け
た
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
中
の
子
ど
も
等
が
利
用
で
き
 

 
る
パ
ソ
コ
ン
の
設
置
に
要
す
る
費
用
を
支
援
す
る
。
 

【
対
象
施
設
等
】

 

 
 
児
童
養
護
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
、
 

 
 
里
親
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
、
児
童
相
談
所
一
時
保
護
施
設
、
婦
人
保
護
施
設
、
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
施
設
 

【
実
施
主
体
】

 
 

 
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
児
童
相
談
所
設
置
市
、
中
核
市
 

【
補
助
額
】

 

 
 
１
４
０
千
円
（
１
６
歳
以
上
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
場
合
）
 

 
 
２
８
０
千
円
（
１
６
歳
以
上
の
子
ど
も
が
６
人
以
上
い
る
場
合
）
 

【
補
助
率
】

 
 

 
国

 
３
／
４
 
、

 
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
児
童
相
談
所
設
置
市
・
中
核
市
 
１
／
４
 

児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
学
習
環
境
改
善
に
つ
い
て

 

 
平
成

2
7
年
度
補
正
予
算
案
：
２
．
０
億
円
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 １
８
歳
以
降
の
措
置
延
長
制
度
に
つ
い
て

 

児
童
福
祉
法

 
第
３
１
条
（保
護
期
間
の
延
長
等
）
 

 
 
２

 
都
道
府
県
は
、
第
２
７
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
り
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
若
し
く
は
里
親
に
委
託
さ
れ
、
又
は
児
童
養
護
施
設
、
…
、

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
若
し
く
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
入
所
し
た
児
童
に
つ
い
て
は
満
２
０
歳
に
達
す
る
ま
で
、
…
、
引
き
続
き
同
号
の
規
定
に
よ
る
委

託
を
継
続
し
、
又
は
そ
の
者
を
こ
れ
ら
の
児
童
福
祉
施
設
に
在
所
さ
せ
る
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

児
童
相
談
所
運
営
指
針
（平
成
２
．
３
．
５

 
児
発
１
３
３
）
 

（５
）在
所
期
間
の
延
長

 

ア
 
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
た
子
ど
も
が
、
１
８
歳
に
達
し
て
も
施
設
に
入
所
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
２
０
歳
に
達
す
る
ま
で
（ 
略

 
）更
に
施

設
入
所
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

 
 

 
特
に
子
ど
も
の
自
立
を
図
る
た
め
に
継
続
的
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
積
極
的
に
在
所
期
間
の
延
長
を
行
う
。

 

イ
 
在
所
期
間
の
延
長
は
、
施
設
長
及
び
関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
、
あ
ら
か
じ
め
子
ど
も
、
保
護
者
等
の
意
向
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
等
の
状
況
を
再
判

定
し
た
結
果
、
延
長
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
行
う
。
こ
の
手
続
き
は
、
１
８
歳
に
達
す
る
日
ま
で
に
完
了
し
、
延
長
年
限
を
付
し
て
保
護
者
、
施

設
長
に
通
知
す
る
。

 

※
児
童
養
護
施
設
の
年
齢
別
児
童
数
で
、
１
７
歳
は
１
，
８
６
１
人

 
（平
成
２
５
年
２
月
１
日

 
児
童
養
護
施
設
入
所
児
童
等
調
査
）
 

 
 
一
方
、
児
童
養
護
施
設
を
１
９
歳
以
上
で
退
所
し
た
児
童
数
は
１
０
８
人
（平
成
１
８
年
中
。
平
成
１
９
年
度
社
会
的
養
護
施
設
に
関
す
る
実
態
調
査
）
 

○
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
児
童
は
１
８
歳
未
満
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
児
童
養
護
施
設
や
里
親
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
２
０
歳
未
満
ま
で
措
置
延
長
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

 

○
実
際
の
運
用
は
、
１
８
歳
の
年
度
末
（高
校
卒
業
時
点
）で
、
就
職
又
は
進
学
等
に
よ
り
児
童
養
護
施
設
を
退
所
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
１
９
歳
で
退
所
す
る
児
童
は
、
１
割

以
下
（平
成
２
２
年
度
高
校
卒
業
児
童
）と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
２
３
年
１
２
月
に
積
極
的
活
用
を
図
る
よ
う
通
知
し
た
。

 
 
※
児
童
養
護
施
設
の
高
校
卒
業
児
童
に
係
る
措
置
延
長
児
童
数
及
び
高
校
卒
業
児
童
に
占
め
る
割
合

 

 
 
Ｈ
２
２
：１
５
３
人
（９
．
６
％
）
→
Ｈ
２
３
：
１
８
２
人
（
１
１
．
８
％
）
→
Ｈ
２
４
：２
６
３
人
（
１
６
．
２
％
）
→
Ｈ
２
５
：
２
３
１
人
（
１
３
．
４
％
）
 

 児
童
養
護
施
設
等
及
び
里
親
等
の
措
置
延
長
等
に
つ
い
て

 （
平
成
２
３
．
１
２
．
２
８

 
雇
児
発
１
２
２
８
第
２
号
） 

  
１

  措
置
延
長
の
積
極
的
活
用
に
つ
い
て

 児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
し
た
児
童
や
里
親
等
に
委
託
し
た
児
童
に
つ
い
て
は
、

 …
、
満
１
８
歳
を
超
え
て
満
２
０
歳
に
達

す
る
ま
で
の
間
、
引
き
続
き
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
当
該
規
定
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
。

  
具
体
的
に
は
、

  
①

 大
学
等
や
専
門
学
校
等
に
進
学
し
た
が
生
活
が
不
安
定
で
継
続
的
な
養
育
を
必
要
と
す
る
児
童
等

  
②

 就
職
又
は
福
祉
的
就
労
を
し
た
が
生
活
が
不
安
定
で
継
続
的
な
養
育
を
必
要
と
す
る
児
童
等

 
③

 障
害
や
疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
進
学
や
就
職
が
決
ま
ら
な
い
児
童
等
で
あ
っ
て
継
続
的
な
養
育
を
必
要
と
す
る
も
の

  

な
ど
の
場
合
、
児
童
養
護
施
設
等
や
里
親
等
の
意
見
を
聴
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
児
童
等
及
び
そ
の
保
護
者
の
意
向
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
延
長
す
る
こ
と
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
活
用
す
る
こ
と
。
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２
 
設
置
主
体

 
 

 
  
 都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市
、
市
区
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
、
公
益
法
人
、
日
本
赤
十
字
社
（児
童
厚
生
施
設
を
除
く
）
 

 ３
 
国
庫
補
助
率

 
 
定
額
（
１
／
２
相
当
、
児
童
館
・児
童
セ
ン
タ
ー
は
１
／
３
相
当
）
 

１
 
目
的
・
事
業
概
要

 
 

 
 

 児
童
福
祉
施
設
等
に
係
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
・市
区
町
村
が
作
成
す
る
整
備
計
画
に
基
づ
く
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、

 
 

  次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
充
実
を
図
る

 

事
業
概
要

 
対
象
施
設

 
整
備
内
容

 

①
通
常
整
備

 
児
童
養
護
施
設
等
の
整
備
を
実
施
す
る
。
特
に
、

児
童
養
護
施
設
等
の
小
規
模
化
・地
域
分
散
化

や
、
児
童
相
談
所
一
時
保
護
所
の
環
境
改
善
等

の
推
進
を
図
る
。

 

児
童
相
談
所
一
時
保
護
施
設
、
児
童
養
護
施
設
、
乳
児
院
、
助
産
施
設
、
児
童
自
立
支
援

施
設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
、
子
育
て
支
援
の
た

め
の
拠
点
施
設
、
職
員
養
成
施
設
、
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
施
設
、
婦
人
保
護
施
設

 

創
設
、
大
規
模
修
繕
、
増
築
、
増
改
築
、

改
築
、
拡
張
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
整

備
、
老
朽
民
間
児
童
福
祉
施
設
整
備
、
応

急
仮
設
施
設
整
備

 

②
耐
震
化
等
整
備

 
（
⇒
通
常
整
備
よ
り
も
補
助
基
準
額
を
引
き
上
げ
）
 

地
震
防
災
上
倒
壊
等
の
危
険
性
の
あ
る
建
物
の

耐
震
化
、
津
波
対
策
と
し
て
の
高
台
へ
の
移
転
を

図
る
た
め
の
改
築
又
は
補
強
等
の
整
備
を
図
る
。

 助
産
施
設
、
乳
児
院
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
養
護
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療

施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
、
児
童
相
談
所
一
時
保
護
施
設
、
婦
人
保
護
施
設
、
婦
人
相

談
所
一
時
保
護
施
設

 

大
規
模
修
繕
、
増
改
築
、
改
築
、
老
朽
民

間
児
童
福
祉
施
設
整
備

 

③
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
整
備
に
か
か
る
加
算

 

火
災
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

児
童
が
多
く
入
所
す
る
乳
児
院
の
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
整
備
を
図
る
。

 

消
防
法
関
係
法
令
に
よ
り
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
施
設

 
 
・乳
児
院

 
 
・入
所
施
設
（乳
児
院
を
除
く
）で
あ
っ
て
、
設
置
を
要
す
る
部
分
の
床
面
積
が

27
5
㎡
以

上
の
施
設

 
 
・入
所
施
設
以
外
の
施
設
で
あ
っ
て
、
設
置
を
要
す
る
部
分
の
床
面
積
が
６
，
０
０
０
㎡
以

上
の
施
設

 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
整
備

 

 
（
平
成
２
７
年
度
予
算
）

  
 
（
平
成
２
８
年
度
予
算
案
）

 
 

 

 
 
５
６
．
６
億
円
 
 
→
 
 
５
６
．
６
億
円

 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金
の
概
要
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子
ど
も
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
の
検
証
結
果
等
に
つ
い
て
（
第
１
１
次
報
告
）
の
概
要

 
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
児
童
虐
待
等
要
保
護
事
例
の
検
証
に
関
す
る
専
門
委
員
会

 
 
（
平
成
２
７
年
１
０
月
）

 

対
 
象

 
 １
．
死
亡
事
例
に
つ
い
て

 
 

 
厚
生
労
働
省
が
、
都
道
府
県
、
指
定
都
市
及
び
児
童
相
談
所
設
置
市
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
調
査
に
よ
り
把
握
し
た
、
平

成
2
５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２
６
年
３
月
３
１
日
ま
で
の

1
2
か
月
間
に
発
生
し
、
又
は
表
面
化
し
た
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
６
３
事
例
（
６
９

人
）
を
対
象
と
し
た
。

 
 ２
．
重
症
事
例
（
死
亡
に
至
ら
な
か
っ
た
事
例
）
に
つ
い
て

 
 
厚
生
労
働
省
が
、
都
道
府
県
等
に
対
す
る
調
査
に
よ
り
把
握
し
た
、
平
成
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
全
国
の
児
童
相
談
所
が

児
童
虐
待
相
談
と
し
て
受
理
し
た
事
例
の
中
で
、
同
年
９
月
１
日
時
点
ま
で
に
、
「
身
体
的
虐
待
」
等
に
よ
る
、
生
命
の
危
険
に
か
か
わ
る
受
傷
、

「
養
育
の
放
棄
・
怠
慢
」
等
の
た
め
に
衰
弱
死
の
危
険
性
が
あ
っ
た
１
８
事
例
（
１
８
人
）
を
対
象
と
し
た
。

 
 ３
．
死
亡
事
例
数
及
び
人
数
（
第
１
次
報
告
か
ら
第

1
1
次
報
告
）

 
＜
特
徴
（
心
中
以
外
の
虐
待
死
）
＞

 
○
０
歳
児
の
割
合
は

4
4

.0
％
、
中
で
も
０
日
児
の
割
合
は

1
6

.8
％
。
さ
ら
に
、
３
歳
児
以
下
の
割
合
は

7
5

.1
％
を
占
め
て
い
る
。

 
○
加
害
者
の
割
合
は
実
母
が

5
5

.0
％
と
最
も
多
い
。

 
○
加
害
者
と
な
っ
た
養
育
者
が
地
域
か
ら
孤
立
し
て
い
た
場
合
が

3
9

.5
％
で
あ
る
。
（
※
第
２
次
報
告
か
ら
第

1
1
次
報
告
ま
で
の
集
計
）

 

     心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

心
中

以
外

心 中
計

例
 数

2
4
－

2
4
4
8
5
5
3
5
1
1
9
7
0
5
2
4
8
1
0
0
7
3
4
2
1
1
5
6
4
4
3
1
0
7
4
7
3
0
7
7
4
5
3
7
8
2
5
6
2
9
8
5
4
9
2
9
7
8
3
6
2
7
6
3

人
 数

2
5
－

2
5
5
0
8
5
8
5
6
3
0
8
6
6
1
6
5
1
2
6
7
8
6
4
1
4
2
6
7
6
1
1
2
8
4
9
3
9
8
8
5
1
4
7
9
8
5
8
4
1
9
9
5
1
3
9
9
0
3
6
3
3
6
9

H
25
.4
.1
～

H
26
.3
.3
1

（1
年
間
）

H
19
.1
.1
～

H
20
.3
.3
1

（1
年
3か

月
間
）

H
20
.4
.1
～

H
21
.3
.3
1

（1
年
間
）

H
21
.4
.1
～

H
22
.3
.3
1

（1
年
間
）

H
22
.4
.1
～

H
23
.3
.3
1

（1
年
間
）

H
23
.4
.1
～

H
24
.3
.3
1

（1
年
間
）

H
24
.4
.1
～

H
25
.3
.3
1

（1
年
間
）

第
１
１
次
報
告

第
１
次
報
告

第
２
次
報
告

第
３
次
報
告

第
４
次
報
告

第
５
次
報
告

H
15
.7
.1
～

H
15
.1
2.
31

（6
か
月
間
）

H
16
.1
.1
～

H
16
.1
2.
31

（1
年
間
）

H
17
.1
.1
～

H
17
.1
2.
31

（1
年
間
）

H
18
.1
.1
～

H
18
.1
2.
31

（1
年
間
）

第
６
次
報
告

第
７
次
報
告

第
８
次
報
告

第
９
次
報
告

第
１
０
次
報
告

重
篤
な
事
例
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

 
 
◆

 
虐
待
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
妊
娠
期
か
ら
着
目
す
る
こ
と

 
 
◆

 
育
児
に
関
す
る
知
識
の
不
足
や
育
児
そ
の
も
の
へ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
取
組
を
行
う
こ
と

 
 
◆

 
関
係
機
関
の
効
果
的
な
連
携
に
よ
る
支
援
を
行
う
こ
と

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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死
 
亡

 
事

 
例

 
の

 
分

 
析

 

  ○
 
死
亡
し
た
子
ど
も
の
年
齢
は
、
０
歳
が
１
６
人
（

4
4

.4
％
）
と
最
も
多
く
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
を
合
わ
せ
る
と
２
４
人
（

6
6

.7
％
）
と
大
部
分
を
占
め
た
。

 

○
 
虐
待
の
種
類
は
、
身
体
的
虐
待
が
２
１
人
（

5
8

.3
％
）
、
ネ
グ
レ
ク
ト
が
９
人
（

2
5

.0
％
）
。
直
接
死
因
は
、
「
頭
部
外
傷
」
１
１
人
（
有
効
割
合

3
9

.3
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
頚
部
絞
扼
以
外
に
よ
る
窒
息
」
が
５
人
（
同

1
7

.9
％
）
、
「
頚
部
絞
扼
に
よ
る
窒
息
」
が
４
人
（
同

1
4

.3
％
）
で
あ
っ
た
。

 

○
 
直
接
死
因
が
「
頭
部
外
傷
」
の
う
ち
「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
（

S
B

S
）
（
疑
い
含
む
）
」
が
６
人
（
有
効
割
合

6
0

.0
％
）
で
あ
り
、
そ
の
加
害
者
の

 

 
５
人
が
実
父
な
ど
の
男
性
で
あ
っ
た
。

 

○
 
主
た
る
加
害
者
は
、
「
実
母
」
が
１
６
人
（

4
4

.4
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
実
父
」
が
８
人
（

2
2

.2
％
）
、
「
実
母
と
実
父
」
が
５
人
（

1
3

.9
％
）
で
あ
っ
た
。

 

○
 
実
母
の
抱
え
る
問
題
（
複
数
回
答
）
と
し
て
、
「
妊
婦
健
康
診
査
未
受
診
」
が
１
０
人
（

2
7

.8
％
）
、
「
望
ま
な
い
妊
娠
」
が
８
人
（

2
2

.2
％
）
と
多
か
っ
た
。

 

○
 
加
害
の
動
機
と
し
て
は
、
「
保
護
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
死
亡
」
が
６
人
（

1
6

.7
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
、
「
子
ど
も
の
存
在
の
拒
否
・
否
定
」
、

「
泣
き
や
ま
な
い
こ
と
に
い
ら
だ
っ
た
た
め
」
が
そ
れ
ぞ
れ
４
人
（

1
1

.1
％
）
で
あ
っ
た
。

 

  ○
 
死
亡
し
た
子
ど
も
の
年
齢
は
、
０
歳
か
ら

1
７
歳
ま
で
の
各
年
齢
に
分
散
し
て
い
る
傾
向
。

 

○
 
直
接
死
因
は
、
「
中
毒
（
火
災
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
」
が
８
人
（
有
効
割
合

2
6

.7
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で

 「
頚
部
絞
扼
に
よ
る
窒
息
」
が
６
人
（
同

2
0

.0
％
）
で

あ
っ
た
。

 

○
 
主
た
る
加
害
者
は
、
「
実
母
」
が
１
８
人
（

5
4

.5
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
実
父
」
が
９
人
（

2
7

.3
％
）
で
あ
っ
た
。

 

○
 
加
害
の
動
機
（
複
数
回
答
）
と
し
て
は
、
「
家
族
の
介
護
負
担
」
等
の
「
そ
の
他
」
１
１
人
（

3
3

.3
％
）
を
除
き
、
「
夫
婦
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
家
庭
の
不
和
」
が
８
人

（
2

4
.2
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
保
護
者
自
身
の
精
神
疾
患
、
精
神
不
安
」
が
７
人
（

2
1

.2
％
）
で
あ
っ
た
。

 

  ○
 
児
童
相
談
所
の
関
与
は
、
心
中
以
外
の
虐
待
死
事
例
が

1
３
例
（

3
6

.1
％
）
、
心
中
に
よ
る
虐
待
死
事
例
が
４
例
（

1
4

.8
％
）
で
あ
り
、
市
町
村
（
虐
待
対
応
担
当
部
署
）
の

関
与
は
、
心
中
以
外
の
虐
待
死
事
例
が

1
０
例
（

2
7

.8
％
）
、
心
中
に
よ
る
虐
待
死
事
例
が
４
例
（

1
4

.8
％
）
で
あ
っ
た
。

  

○
 
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
事
例
は
、
心
中
以
外
の
虐
待
死
事
例
で
８
例
（

2
2

.2
％
）
、
心
中
に
よ
る
虐
待
死
事
例
で
２
例
（

7
.4
％
）
で
あ
っ
た
。

 

○
 
心
中
以
外
の
虐
待
死
事
例
が
発
生
し
た
市
町
村
の
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
進
行
管
理
会
議
に
お
け
る
１
回
あ
た
り
の
平
均
検
討
事
例
数
は

1
0

2
.1
例
で
、
会
議
の
平

均
時
間
は

2
.9
時
間
で
あ
っ
た
。

 

  ○
 
心
中
以
外
の
虐
待
死
事
例
が
発
生
し
た
児
童
相
談
所
に
お
け
る
当
該
事
例
担
当
職
員
の
平
成
２
５
年
度
の
受
け
持
ち
事
例
数
は
一
人
あ
た
り
平
均

1
0

9
.1
件
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
虐
待
事
例
と
し
て
担
当
し
て
い
る
事
例
数
は
平
均

6
5

.0
件
で
あ
っ
た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
※
「
有
効
割
合
」
と
は
「
不
明
・
未
記
入
」
と
し
た
回
答
を
除
い
た
数
を
合
計
数
と
し
て
算
出
し
た
割
合

 

   

１
 
心
中
以
外
の
虐
待
死

 

２
 
心
中
に
よ
る
虐
待
死
（
未
遂
を
含
む
）

 

３
 
関
係
機
関
の
関
与

 

４
 
児
童
相
談
所
職
員
の
受
け
持
ち
事
例
数

 

集
計
結
果
に
よ
る
分
析

 
-
「
心
中
以
外
の
虐
待
死
」
・
「
心
中
に
よ
る
虐
待
死
」
の
事
例

-
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○

 
平
成

2
5
年
４
月
１
日
か
ら
５
月

3
1
日
ま
で
の
間
に
全
国
の
児
童
相
談
所
が
児
童
虐
待
相
談
と
し
て
受
理
し
た
事
例
の
中
で
、
同
年
９
月
１
日
時
点
ま
で
に

 

 
 
「
身
体
的
虐
待
」
等
に
よ
る
生
命
の
危
険
に
か
か
わ
る
受
傷
、
「
養
育
の
放
棄
・
怠
慢
」
等
の
た
め
に
衰
弱
死
の
危
険
性
が
あ
る
事
例
（
心
中
未
遂
を
除
く
）

 

 
 

1
8
例
（

1
8
人
）

 
 

 
※
死
亡
に
至
ら
な
か
っ
た
事
例

 

    
○

 
重
症
と
な
っ
た
子
ど
も
の
受
傷
時
の
年
齢
は
、
「
０
歳
」

1
1
人
（

6
1

.1
％
）
と
最
も
多
く
、

3
歳
未
満
は

1
3
人
（

7
2

.2
％
）
と
大
部
分
を
占
め
た
。

 

   
 

 
○

 
虐
待
の
類
型
は
、
「
身
体
的
虐
待
」
が

1
0
人
（

5
5

.6
％
）
、
「
ネ
グ
レ
ク
ト
」
が
７
人
（

3
8

.9
％
）
で
あ
っ
た
。

 

 
○

 
直
接
の
受
傷
要
因
は
、
「
頭
部
外
傷
」
が

5
人
（

2
7

.8
％
）
、
「
低
栄
養
に
よ
る
衰
弱
」
が
４
人
（

2
2

.2
％
）
と
多
か
っ
た
。

 
 

 
○

 
主
た
る
加
害
者
は
、
「
実
母
」
が
８
人
（
有
効
割
合

5
0

.0
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
実
父
」
と
「
実
母
と
実
父
」
が
そ
れ
ぞ
れ
４
人
（
同

2
5

.0
％
）

 

 
 
で
あ
っ
た
。

 

 
○

 
加
害
の
主
な
動
機
は
、
「
保
護
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
重
症
」
と
「
泣
き
や
ま
な
い
こ
と
に
い
ら
だ
っ
た
た
め
」
が
多
か
っ
た
。

 

  
 

 
 

 
○

 
重
症
の
受
傷
以
前
に
お
い
て
、
児
童
相
談
所
の
関
与
「
あ
り
」
が

3
例
（

1
6

.7
％
）
、
市
町
村
（
虐
待
対
応
担
当
部
署
）
の
関
与
「
あ
り
」
が
５
例

 

 
 
（

2
7

.8
％
）
で
あ
っ
た
。

 
 

 
○

 
事
例
の
発
生
の
全
て
の
地
域
に
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
重
症
の
受
傷
以
前
に
お
い
て
同
協
議
会
で
検
討
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
は

 

 
 
３
例
（

1
6

.7
％
）
で
あ
っ
た
。

 

  
 

 
 

 
○

 
重
症
と
な
っ
た
受
傷
後
に
医
療
機
関
へ
入
院
し
た
事
例
は

1
1
例
（

6
1

.1
％
）
、
平
成

2
5
年

9
月
１
日
時
点
で
加
害
者
と
同
居
し
て
い
な
い
事
例
は

1
1
例

 

 
 
（

6
1

.1
％
）
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
「
家
族
再
統
合
」
を
方
針
と
し
て
い
る
も
の
が
３
例
（

2
7

.3
％
）
、
「
分
離
」
を
方
針
と
し
て
い
る
も
の
が
５
例
（

4
5

.5
％
）

 

 
 
で
あ
っ
た
。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
※
「
有
効
割
合
」
と
は
「
不
明
・
未
記
入
」
と
し
た
回
答
を
除
い
た
数
を
合
計
数
と
し
て
算
出
し
た
割
合

 

 

１
 
調
査
対
象
及
び
回
答
状
況

 

２
 
重
症
と
な
っ
た
子
ど
も
の
特
性

 

３
 
虐
待
の
類
型
と
加
害
の
状
況

 

４
 
関
係
機
関
の
関
与

 

５
 
重
症
と
な
っ
た
受
傷
後
の
対
応
状
況

 

重
症
事
例
の
分
析
（
個
別
調
査
票
に
よ
る
調
査
の
結
果
）
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個
別
調
査
票
に
よ
り
回
答
の
あ
っ
た
重
症
事
例

1
8
例
（

1
8
人
）
の
う
ち
、
重
症
に
至
る
受
傷
以
前
か
ら
、
児
童
相
談
所
、
市
町
村
等
関
係
機
関
の
関
わ
り
が
あ
る
な
ど

 

 
特
徴
的
な
事
例
を
選
定
し
、
以
下
の

3
事
例
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
。

 

  【
事
例
１
】
精
神
疾
患
の
あ
る
養
育
者
の
事
例

 

 
 
実
父
が
寝
て
い
る
間
に
、
精
神
疾
患
を
抱
え
る
実
母
が
長
女
（
当
時
１
か
月
）
を
叩
き
、
腹
部
へ
の
内
出
血
痕
が
残
る
外
傷
を
負
わ
せ
た
事
例
。

 

【
事
例
２
】
体
重
増
加
不
良
等
健
康
状
態
の
維
持
に
困
難
を
有
す
る
児
童
を
抱
え
た
養
育
者
の
事
例

 

 
 
体
重
増
加
不
良
等
健
康
状
態
の
維
持
が
極
め
て
難
し
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
、
医
療
機
関
に
お
い
て
明
確
な
診
断
が
な
さ
れ
な
い
長
女
（
当
時
４
歳
）
に
つ
い
て
、
実
母
は
育
児
に
深
刻
な

悩
み
を
抱
え
る
中
、
長
女
が
低
栄
養
等
に
よ
る
重
篤
な
状
態
に
陥
り
入
院
し
た
際
に
、
医
療
機
関
の
治
療
方
針
へ
の
拒
絶
に
至
っ
た
事
例
。

 

【
事
例
３
】
若
年
妊
娠
・
出
産
、
経
済
的
困
窮
等
養
育
に
困
難
を
抱
え
る
養
育
者
の
事
例

 

 
 
実
母
（
当
時

1
0
代
後
半
）
が
、
実
父
の
不
在
時
に
、
飲
酒
に
よ
り
入
眠
し
た
間
に
、
室
内
で
飼
育
し
て
い
た
小
型
犬
に
長
男
（
当
時
３
か
月
）
が
身
体
の
一
部
を
咬
ま
れ
、
出
血
性

シ
ョ
ッ
ク
に
陥
り
救
急
搬
送
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
「
養
育
の
怠
慢
」
と
し
て
医
療
機
関
か
ら
児
童
相
談
所
へ
虐
待
通
告
が
あ
っ
た
事
例
。

 

  
 

   

１
 
事
例
の
概
要

 

２
 
重
症
事
例
の
未
然
防
止
に
向
け
た
対
応
策
に
関
す
る
分
析

 

（
1
）
精
神
疾
患
の
あ
る
養
育
者
等
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
家
庭
へ
の
対
応

 

 
 ・

 
支
援
機
関
と
養
育
者
の
家
族
と
の
間
で
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
支
援
者
に

 

 
 

 な
っ
て
も
ら
う
よ
う
働
き
掛
け
る
こ
と
が
重
要
。

 

 
 ・

 
家
族
の
負
担
、
養
育
者
の
状
態
等
を
踏
ま
え
、
適
時
適
切
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 

 
 

 し
、
支
援
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

 

  
  
・

 
医
師
に
養
育
者
の
思
い
の
確
認
や
、
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
関
す
る
助
言
等

 

 
 

 を
依
頼
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
協
力
依
頼
を
試
み
る
こ
と
が
必
要
。

 

 
 ・

 
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
早
期
か
ら
の
関
係
機
関
と
の
協
議
や
、
必
要
に

 

 
 

 応
じ
た
他
の
精
神
医
療
機
関
の
紹
介
等
切
れ
目
な
い
支
援
が
重
要
。

 
 

 
 等

 

（
２
）
体
重
増
加
不
良
等
健
康
状
態
の
維
持
に
困
難
を
有
す
る
児
童
を
抱
え
る

 
 

 
 
養
育
者
へ
の
対
応

 

 
 ・

 
基
礎
疾
患
の
な
い
発
育
不
全
は
、
不
適
切
な
養
育
環
境
が
背
景
に
あ
る
こ
と

 

 
 

 が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
た
対
応
・
支
援
が
重
要
。

 

  
  

 ・
 
乳
幼
児
健
診
や
家
庭
訪
問
等
を
通
し
て
、
児
童
の
発
育
・
発
達
、
養
育
者
の

 

 
 

  
思
い
や
育
児
方
針
、
養
育
者
と
児
童
の
愛
着
関
係
等
、
家
庭
全
体
を
多
面
的
に

 

 
 

  
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
た
上
で
の
適
切
な
対
応
・
支
援
が
必
要
。

 

 
 
・

 
児
童
の
発
育
・
発
達
状
況
に
応
じ
た
関
係
機
関
で
の
早
期
情
報
共
有
の
ほ
か
、

 

 
 

 
支
援
方
針
、
児
童
が
重
篤
な
状
態
に
陥
っ
た
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
の
協
議

 

 
 

 
を
行
い
、
関
係
機
関
で
連
携
し
た
支
援
の
継
続
が
重
要
。

 
 

 
 

 
 

 
等

 

（
３
）
若
年
妊
娠
・
出
産
な
ど
養
育
に
困
難
を
抱
え
る
養
育
者
へ
の
対
応

 

 
 
・

 
支
援
機
関
は
、
養
育
者
の
児
童
へ
の
愛
着
や
愛
情
の
有
無
に
の
み
左
右
さ
れ

 

 
 

 
ず
、
養
育
者
の
持
つ
課
題
解
決
能
力
等
の
「
強
み
」
と
「
リ
ス
ク
」
の
双
方
を

 

 
 

 
客
観
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
重
要
。

 

 
 
・

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
場
合
は
「
児
童
の
安
全
へ
の
配
慮
が
で
き
得
る
か

 

 
 

 
否
か
」
と
い
う
観
点
の
重
要
性
を
認
識
し
、
生
活
の
場
や
児
童
の
発
育
・
発
達

 

 
 

 
状
況
に
応
じ
た
適
切
か
つ
具
体
的
な
支
援
が
必
要
。

 

 
 
・

 
養
育
者
の
生
活
歴
等
を
可
能
な
限
り
詳
細
を
把
握
し
、
養
育
者
の
特
性
を

 

 
 

 
見
極
め
、
養
育
能
力
全
般
を
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
の
支
援
が
重
要
。

 
  
等

 

（
４
）
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
活
用
し
た
関
係
機
関
間
の
情
報
共
有

 

 
 
・
連
携
体
制
の
構
築

 

 
 
・

 
精
神
疾
患
等
リ
ス
ク
要
因
の
あ
る
母
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
軽
減
に
つ
な
が
る
他
の
要

 

 
 

 
素
も
考
慮
し
つ
つ
、
特
定
妊
婦
と
し
て
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
登
録
し
、
産
後

 

 
 

 
も
含

 め
た
支
援
計
画
を
検
討
し
、
関
係
機
関
間
で
共
通
認
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
。

 

 
 
・

 
特
定
妊
婦
を
同
協
議
会
の
対
象
と
し
て
登
録
す
る
等
の
体
制
整
備
が
重
要
。

 
 

  
等

 

（
５
）
自
治
体
に
お
け
る
検
証
の
実
施

 

 
 
・

 
被
虐
待
児
が
生
存
し
て
い
る
重
症
事
例
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
お
け
る
今
後
の

 

 
 

 
対
応
等
に
関
す
る
検
討
の
ほ
か
、
他
の
類
似
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
に
活
か
す
観
点
で
、
そ
れ

 

 
 

 
ま
で
の
対
応
等
を
振
り
返
り
、
問
題
点
、
課
題
、
対
応
策
等
に
つ
い
て
事
例
検
証
を
実
施

 
 

 
 

 
 

 
し
、
結
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 
  
等

 

 
○

 
家
族
や
養
育
者
と
の
協
力
関
係
を
構
築
し
、
支
援
に
お
け
る
「
強
み
」
と
し
て

 

 
 
活
か
す
こ
と

 

３
 
死
亡
に
至
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
取
組

 ○
 
対
応
に
苦
慮
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、
粘
り
強
く
支
援
を
継
続
す
る
こ
と

 
 

 

重
症
事
例
の
分
析
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
）

－
3
事
例
か
ら
－
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課
 
題

 
と

 
提

 
言

 

地
方
公
共
団
体
へ
の
提
言

 

国
へ
の
提
言

 

１
 
虐
待
の
発
生
及
び
重
篤
化
の
予
防

 
 
○

 
特
定
妊
婦
等
妊
娠
期
か
ら
支
援
を
必
要
と
す
る
養
育
者
の
早
期
把
握
と
切

れ
目
な
い
支
援
の
強
化

 
 

 
○

 
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
の
予
防
に
係
る
周
知
啓
発
の
着
実
な
実
施

 
 
○

 
体
重
増
加
不
良
や
低
栄
養
状
態
等
、
身
体
的
に
重
篤
な
症
状
を
呈
す

 
 

 
 
る
ネ
グ
レ
ク
ト
事
例
へ
の
対
応

 
 
○

 
精
神
疾
患
の
あ
る
養
育
者
等
の
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
対
す
る
支
援

 
 
○

 
虐
待
の
発
生
予
防
に
つ
な
が
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
着
実
な
実
施

 
 

 
 

 ２
 
児
童
相
談
所
及
び
市
町
村
職
員
の
専
門
性
の
確
保
と
資
質
向
上

 
 

 
○

 
虐
待
の
リ
ス
ク
要
因
等
に
関
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
適
切
な
実
施
と
結

果
を
踏
ま
え
た
迅
速
な
支
援
の
実
施

 
 
○

 
虐
待
事
例
に
対
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確
実
な
実
施

 
 
○

 
児
童
相
談
所
及
び
市
町
村
の
職
員
の
相
談
援
助
技
術
の
向
上

 
 １

 
虐
待
の
発
生
及
び
深
刻
化
の
予
防

 
○

 
特
定
妊
婦
等
の
早
期
把
握
に
係
る
妊
娠
期
か
ら
の
包
括
的
な
相
談
及

 
 
び
支
援
体
制
の
整
備

 
 

○
 
虐
待
の
早
期
発
見
及
び
早
期
対
応
の
た
め
の
広
報
・
啓
発
の
着
実
な
実
施

 
 

 

２
 
虐
待
対
応
に
お
け
る
児
童
相
談
所
と
市
町
村
の
役
割
分
担
及
び
連

 
 
携
強
化
に
係
る
体
制
整
備

 
○

 
児
童
相
談
所
と
市
町
村
が
初
期
対
応
に
お
い
て
見
落
と
し
や
遅
滞
が

 
 
な
く
、
相
互
に
納
得
・
連
携
し
な
が
ら
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
の
体

 
 
制
整
備

 
  

３
 
虐
待
対
応
に
お
け
る
関
係
機
関
の
効
果
的
な
連
携
及
び
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
積
極
的
な
活
用

 
 

 
○

 
複
数
の
関
係
機
関
が
関
与
し
て
い
た
事
例
に
お
け
る
連
携
の
あ
り
方

 
 
○

 
入
所
措
置
解
除
時
の
支
援
体
制
の
整
備

 
 
○

 
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
効
果
的
な
運
営

 

 ４
 
児
童
相
談
所
及
び
市
町
村
職
員
体
制
の
充
実
強
化

 
 
○

 
専
門
職
の
積
極
的
な
採
用
や
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫
に
よ
る
経
験

者
の
効
果
的
な
配
置

 
 
○

 
民
間
団
体
と
の
連
携
や
外
部
の
専
門
家
の
活
用
に
よ
る
専
門
性
の
向
上

 
 
○

 
業
務
量
に
見
合
っ
た
職
員
配
置
数
の
確
保

 

 ５
 
重
篤
な
虐
待
事
例
に
係
る
検
証
の
積
極
的
な
実
施
と
検
証
結
果

 
 
の
有
効
活
用

 
 
○

 
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
死
亡
事
例
を
は
じ
め
と
し
た
重
篤
な
事
例
に
係
る

検
証
の
積
極
的
な
実
施

 
 
○

 
検
証
報
告
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る
重
篤
な
虐
待
事
例
の
再
発
防
止

 

 
 

３
 
児
童
相
談
所
及
び
市
町
村
の
人
員
体
制
の
強
化
及
び
専
門
性

 
 
の
確
保
と
資
質
の
向
上

 
 
○

 
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
人
員
の
確
保
の
推
進

 
 
○

 
職
員
の
専
門
性
が
担
保
、
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
の
工
夫

 

 ４
 
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
活
用
の
徹
底
と
同
協
議
会
設
置

 
 

 
の
促
進

 
 ５

 
入
所
措
置
解
除
時
及
び
措
置
解
除
後
の
支
援
体
制
の
整
備

 
 ６

 
虐
待
死
事
例
等
の
再
発
防
止
を
目
的
と
し
た
検
証
の
積
極
的
実
施

 
 
と
検
証
結
果
の
活
用
促
進
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婦
 人

 保
 護

 事
 業

 の
 概

 要
 

 

婦
人
相
談
所

 
○
売
春
防
止
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
業

務
も
行
う

 

○
全
国
４
９
か
所
（
平
成
２
６
年
４
月
１
日
現
在
） 

○
一
時
保
護
機
能
を
持
ち
、
要
保
護
女
子
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
人
身
取
引
被
害
者
の
相
談
・支
援
、
一
時
保
護
委
託
を
行
う

 

○
一
時
保
護
に
係
る
人
件
費
や
入
所
者
の
生
活
費
に
つ
い
て
、
婦
人
保
護
事
業
費
負
担
金
に
て
対
応

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 （
国

1
/2

 都
道
府
県

1
/2

 
国
庫
予
算
案
約
１
０
億
円
） 

○
婦
人
相
談
所
活
動
費
、
外
国
人
婦
女
子
緊
急
一
時
保
護
経
費
等
の
一
部
に
つ
い
て
、
婦
人
相
談
所
運
営
費
負
担
金
に
て
対
応

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  
  
（
国

1
/2

 都
道
府
県

1
/2

 
国
庫
予
算
案
約
２
千
万
円
） 

婦
人
相
談
員

 
○
売
春
防
止
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
、
市
等
が
委
嘱
し
、
ま
た
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

業
務
を
行
う

 

○
１
，
２
９
５
人
（
平
成
２
６
年
４
月
１
日
現
在
） 

○
都
道
府
県
婦
人
相
談
所
、
市
福
祉
事
務
所
等
に
所
属
し
、
要
保
護
女
子
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
相
談
・指
導
を
行
う

 
 

 

○
婦
人
相
談
員
活
動
強
化
対
策
費
（児
童
虐
待
・Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）
 

 
 
（
国

1
/2

 
都
道
府
県
・
市

1
/2

 
国
庫
予
算
案
約
７
３
億
円
の
内
数
） 

婦
人
保
護
施
設

 
○
売
春
防
止
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
や
社
会
福
祉
法
人
が
設
置
し
、
ま
た
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
保
護
も
行
う

 

○
全
国
３
９
都
道
府
県
に
４
８
か
所
（
平
成
２
６
年
４
月
１
日
現
在
）
 

○
要
保
護
女
子
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
人
身
取
引
被
害
者
の
保
護
、
自
立
の
た
め
の
支
援
を
行
う

 

○
施
設
職
員
の
人
件
費
、
入
所
者
の
生
活
費
に
つ
い
て
、
婦
人
保
護
事
業
費
補
助
金
に
て
対
応

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
国

1
/2

 
都
道
府
県

1
/2

 
国
庫
予
算
案
約
１
３
億
円
）
 

（
2
8
年
度

 予
算
案
）
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